




○初めて災害ボランティアの訓練に参加しま

した。参加するまで、自分が災害時にボラン

ティア側に立つということが想像できなかっ

たのですが、避難所でお年寄りが自分の体が

なかなか自由に動かせないことから、人に迷

惑をかけまいとトイレにも行かず食べ物や飲

み物も受け取らずにいることがあるという話

を聞き、とても悲しい気持ちになりました。

そこで、少し声をかけ、起き上がりを手伝っ

てあげることやお話を聞いてあげることがボ

ランティアになるということを知りました。

特別なことが出来なくても、私でもできるこ

とがあるのだと思い意識が変わりました。災

害時は誰もが不安だけれど、人と人との触れ

合いが災害を乗り越える力になるということ

を改めて感じました。起き上がるのが困難な

方への介助の仕方、また毛布ガウンや段ボー

ル足湯や、ホットタオルなど様々なことを知

ることができ、とても勉強になりました。

○参加する前までは、自分のことで精一杯に

なるであろう自分がボランティアの方々と一

緒に参加できない…と不安でしたが、いざ始

まると毛布ガウンの作り方やホットタオルの

作り方、高齢者の方のおこし方など、大変役

に立つ知識をたくさん教えていただき助かり

ました。また災害に対する危機意識も高まり

ましたので良い経験になりました。ありがと

うございました。３．１１から７年経ってし

まい、自分の意識もだいぶくなってきている

な…と再確認しました。

○ホットタオル、毛布ガウン、段ボール足湯

など初めて知ることばかり教えていただき、

とても有意義な時間を過ごせました。震災以

降、各地で災害がおきていて、いつこの地域

に大きな災害が起きてもおかしくないと思う

ようになりました。今回の訓練のように自分

の身に置き換えて考えられる機会があるのは

とてもありがたいと思いました。

【東大和ＪＣ(青年会議所）住吉 良太さん】

3月17日(土)ハミングホールにて行なわれ

た災害ボランティアセンター設置・運営訓練

にスタッフ役として参加させて頂きました。

午前中は被災者の方からの電話受付、また実

際に被災者のお宅へ訪問して状況の聞き取り

を行った他、その情報の整理を行ないました。

午後は、被災者を訪問するボランティアの方

に整理した情報を説明して送り出しを行ない

ました。

訓練を通じて強く感じたのは情報共有の難

しさです。聞き取った情報を自分ではなく、

送り出し係がボランティアの方に伝える訳で

すから、それを踏まえて聞き取りや情報の整

理をしなければなりません。このあたりは有

事の際にも丁寧にする必要性を感じました。

また、今回の訓練では「現場でスカイプを使

い、現場の状況をリアルタイムで本部と共有

する」訓練も行いましたが、現場で接続が上

手く行かずに困るという場面がありました。

災害に関わるボランティアと言うと、炊き出

しや力仕事のイメージが強いですが、情報機

器やネットワークに関わる知識も災害時には

求められる時代になった事を痛感する出来事

でした。

下は4歳から上は90歳までと非常に幅広い

年代の参加者が集まり、非常に充実した訓練

でしたが、20代、30代の参加者が少なかった

事は残念でした。情報機器の取り扱いにも長

けた若い世代が参加する事で更に充実した訓

練になると感じます。「タブレットやスマー

トフォンの操作に長けている」、「Wi‐Fiや

ネットワークへの接続方法が分かる」、本人

は大した事がないと思っていても、それは災

害時に役立つスキルです。来年以降は、そん

な方達にも是非とも参加して頂ければと思い

ます。

災害時のボランティアの役割

を皆さんに理解して頂き今回の訓

練の目的が達成できました。

感想にも書いてあるように, もっ

と多くの若い世代に参加して頂

けるように働きかけたいです。
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